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㈱ジェムコ日本経営高橋 功吉

コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本経営に
入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場企業経営トップお
よびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバル戦略の構築から、製造

現場の現場力向上、品質革新など、経営全般にわたり幅広く活躍している。実践に裏打ちされた「わかりや
すい」コンサルティングが身上。「ものづくり経営入門」（日経 BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演も多い。
　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コンサルティング協会）認定コンサルタント、公益社団法人全日本能
率連盟認定マスターマネジメントコンサルタント、経済産業大臣登録中小企業診断士

㈱ジェムコ日本経営   /   常務理事 グローバル事業担当

高橋 功吉 （たかはし こうきち）

  企業を訪問すると、常に明るく何事にも積極的な企業もあれ

ば、暗くて重苦しい雰囲気で満ち溢れている企業もある。また、

常にピリピリとしていると感じる企業もある。これらは、その

大半がその企業のトップの姿勢や部門責任者の姿勢を反映して

いる。

プロジェクトでわかる仲良しクラブ
  そのような中、これは具合が悪いなと感じるのが、仲良しクラ

ブになっているのではないかと感じる企業だ。企業の皆さんが、

また職場の皆さんが、仲が良いというのは大切だ。お互いに協力

関係が築けていれば、共通の目的に向けて力を結集しやすく、新

たなことへの挑戦もしやすい。またそれが達成できれば、皆で達

成感を味わうこともでき、それが自信につながり、さらに新たな

ことへ挑戦する力になる。しかし、仲は良いのだが、「それは仕

方ないよねとか」、「まあできなくても当然か」というようにお互

いを慰めあったり、かばいあったりする方向になっていると、や

るべきことは進まない。

  仲良しクラブの特徴は、責任追及をしない。これはコンサルタ

ントとしてプロジェクト推進に参加しているとよくわかる。外部

のコンサルタントが、どうしてこれができていないのですかと聞

くと、他のメンバーが一生懸命それをかばったりする。プロジェ

クトメンバーで役割分担をして、それぞれがやることを決めたに

も関わらず、それができていなくても仕方が無いとか、まあまあ

ということになったのでは、絶対にプロジェクトは成功しない。

リーダーが勘違いしていることも
  このような中には、プロジェクトを推進するリーダーがメン

バーのことを思い、一生懸命かばっているという姿を見ることも

ある。これは、皆に良く思われたいとか、皆がギスギスしていては、

プロジェクトはうまくいかないと思っているからだ。しかし、や

るべきことができていないにも関わらず、それをかばってばかり

いたのでは、プロジェクトを成功に導くことは絶対にできない。

仲良しクラブが不正を隠すということも
  俗にいう仲良しクラブになってしまうと、それが事業を潰す元

凶になる。和気あいあいと事業を潰すということだ。誰の責任か

を明確にして、それぞれが責任を持って推進してこそ、初めて事

業を成功に導くことができる。仲良しクラブで、仕方ないなあと

言っていたのでは、事業は間違いなく潰れる。

  品質不正が多発しているが、この背景の一つには、見て見ぬふ

りをしたり、まあいいかということがある。こうなると、不正が

当たり前になる。仲良しクラブで仕方ないなあと言っていたので

は、法令違反や不正にも目を瞑るということにつながりかねない。

これは事業を潰すことに直結する。やはり適度の緊張感を持って、

責任を追及し、協力して進めることが必要だ。

  さて、皆さんの企業では、仲良しクラブになっているというこ

とは無いだろうか。不正を絶対にさせないという点でも、たまに

は見直してみることも必要かもしれない。

第193回 仲良しクラブが会社を潰す




